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鶴田町学校給食センター

（毎月１９日は食育の日）

今月の目標

「感謝して食べよう」

だんだん寒くなり、もうすぐ冬がやってきますね。
気温が低くなってきているので、風邪をひかないように、うがいや手洗いをしっかりしま
しょう。

学校給食では、地元青森県内でとれた農林水産物をできるだけ使うようにしています。
11月14日は特に「ふるさと産品給食の日」献立にしました。
主食は、鶴田町産の「はれわたり」。主菜は、青森県産の「さめのにつけ」。副菜は、小学校の５年生が育てた大根を使った

「大根のそぼろ煮」。汁物は、給食応援隊の方が育てた長ねぎやあるじゃで作ったとうふ、県産野菜を乾燥させた『できるだし』
を使って「せんべい汁」を作ります。デザートには鶴田町特産の「スチューベン」もつきます。
鶴田町で作られたもののほかにも、青森県産の牛乳、とり肉、にんじんなどを使っています。
生産してくれたいろいろな方たちに感謝の気持ちを忘れずに、ふるさとの味をあじわってみましょう。

おばけのアッチ

ドララちゃんとドララちゃん

作：角野 栄子 絵：佐々木洋子

１１月２２日（金）

『カレーポトフ』

ドララちゃんは、ドラキュラのまごむすめ。
長い旅行から帰ってきたおじいちゃんと朝

ごはんを食べようと部屋に入ると、ドララ
ちゃんそっくりな女の子があらわれました。
「私が本当のドララちゃんなのに！」

お城をおいだされてしまった本物のドラ
ラちゃんは、友だちで、レストランのコック

さんであるおばけのアッチやのらねこボン
に相談しました。え！にんにくをたくさん
使ったカレーを食べさせる？ドラキュラの

おじいちゃんは大丈夫かなぁ？

物語の中には時々、様々な料理が登場します。

みなさんは本を読んでいるとき、「この料理食べてみ

たいな！どんな味がするのかな？」と想像したことは

ありますか？１１月の給食でも、物語の中に登場する料理をいくつか再現し

てみました。 今回、紹介する本は、学校の図書室や近くの図書館において

あります。ぜひ読んで、食べて、自分も物語の登場人物になってみてはいか

がでしょうか。

くまの子ウーフの友だちはキツネのツネタと、うさぎのミミちゃん。

毎日、なかよくあそんで、けんかして、明日も会いたい、なかまたち！
今回は、友だちのツネタのおはなし。３びきで遊んでいると、ツネタの弟の

コンがあせった様子でやって来ました。どうやらお母さんがねこんでしまい、今
夜のごはんがないようです。

「まかしときっきのキンピラゴボウ。にいちゃんがつくってやらあ。」
さあ、どんなごはんになるのでしょうか？

ルドルフとイッパイアッテナ

作：斉藤 洋 絵：杉浦 範茂

１１月２７日（水）

『クリームシチュー』

ウーフとツネタとミミちゃんと 作：神沢 利子 絵：井上 洋介

１１月１２日（火） 『ツネタのきんぴらごぼう』

ひょんなことから、東京にやってきた黒
ねこルドルフ。イッパイアッテナというトラ

ねこと出会ったことで、ルドルフのノラね
こ生活が始まります。 イッパイアッテナが
おなかを空かせたルドルフをつれやって

きたのは、小学校の給食室。「ほうら、き

た。シチューの日には、いつも来るんだか
ら。」「ボス、うらにまわんな。」
給食のおばちゃんからクリームシチュー

をわけてもらう２ひき。
もしかして、鶴小のうらにも来て

いるかも…？

つるたん

つるりん


